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ブラジル特許情報 

未審査滞貨問題を一挙に解消するために、ブラジル特許庁が無審査で 

特許出願を自動的に特許付与するプランを提案する 

 

 

                            ２０１８年０１月２２日 

 

                            

１．はじめに 

ブラジル特許庁は、膨大な量の未審査滞貨を抱えているため、特許出願がファイルされてから

特許付与されるまでに要する期間が、平均 10年を超える現状にあります。 

 

上記の現状を打開するために、ブラジル特許庁は、行政上の措置である複数の早期審査手続（た

とえば、PPHプログラム、環境に優しい技術の特許出願（グリーンパテント）、第三者によって

侵害されている特許出願の早期審査等）を実施し、未審査滞貨の解消の一助としてきました。 

 

加えて、ブラジル特許庁は、次のような特例措置も講じています。すなわち、ブラジル特許法

（Brazilian Patent Statute）の制定に基づき、特許付与までに 10年を超える期間を要した場

合、特許権存続期間は自動的に延長されます。具体的には、特許出願から 20年間か、あるいは、

特許発行日から 10年間のいずれか長い方まで、特許権が存続することになります。なお、この

特例措置を不服とし、複数のジェネリック医薬品製造会社が、ブラジル連邦最高裁判所に上訴し

ており、上記の特例措置が違憲であるか否かについて、審理中です。 

 

しかしながら、これまでに講じられた措置では、膨大な量の未審査滞貨は、減少されず、年々

増加の一途を辿っています。そこで、ブラジル連邦政府は、このたび、「自動特許付与プラン（案）」

を提案し、実体審査をすることなく自動的に特許出願を特許付与する（医薬分野の特許出願を除

く。）ことを提案しました。 

 

上記の「自動特許付与プラン（案）」、及び、その対応策等について、以下に詳細に説明します。 
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